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マイクロ・ナノスケール微細加工は、主に半導体製造技術をベースとして、微細性（高密度化）・

再現性（高精度化）・複雑性（3 次元化）などの方向に進展している。従来加工技術を加工代表寸

法と構造複雑性でマッピングすると、マイクロメートルオーダーからミリメートルオーダーの間

に空白領域があり、この加工領域へアプローチする方法として、我々は、3 次元リソグラフィ技

術を提案し、その加工技術を活用して作製したポリマーMEMS (Micro Electro Mechanical Systems)

を用いて様々な応用を進めている 1）。 

3 次元リソグラフィは、フォトレジストを塗布した基板を傾斜ステージに固定し、一定速度で

回転させながら基板全面に一括露光を行う露光法である。レジストを塗布した基板を傾斜するこ

とで、ステージ上部のランプハウスからの照射光はレジストに対して屈折しながら斜めに侵入す

る。このとき、ステージを回転することで紫外線の入射方向は連続的に変化し、通常の 2 次元露

光では不可能な 3 次元微細構造が作製できる。 

特徴的な 3 次元微細構造を活用して、IoT (Internet of Things)、バイオ、光など様々な分野に応用

を進めている。本講演では、① 3 次元リソグラフィ技術と、②その加工技術を用いて作製したメ

カニカルメタマテリアル構造体（微細構造を組み込むことで自然界の物質には無い材料特性を持

つ人工物質）、さらに、③メタマテリアルを組み込んだ圧電ポリマー振動型 2)と摩擦帯電型 3)の発

電素子への応用に関して、これまでの取り組みを中心に紹介する。 
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